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uteleconについて
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/

https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/


utelecon（ユーテレコン）とは
u オンライン授業やWeb会議に関する情報をワン
ストップで得られることを⽬指すサイト

u 学内の教職員・学⽣向けだが、学外の⽅にとっ
ても広く活⽤できるものを

u 詳しくは「uteleconについて」「utelecon	の活動
理念と⽬標」を参照
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https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/about/
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/about/objectives


uteleconのコンテンツ

u ***
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uteleconのコンテンツ（基礎編）
u 「まずはここから」

u 初めて東京⼤学で授業を⾏うための情報

u 「東京⼤学のシステム」
u 東⼤で授業で使われるシステムの紹介
u UTokyo Account、zoom、ITC-LMSなどなど
u 授業形態を問わず利⽤されるものも多い

u 実際にアクセスしてみてください
u https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/

2022/9/14 6

https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/


uteleconのコンテンツ（活⽤編）

u このような⽅のために︓
u オンライン／ハイブリッド授業に慣れてきた
u 初めてのツールを授業で使いこなしたい
u 授業をより良くできるツールを知りたい
u 他の教員がどのような授業をしているのか知りたい
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uteleconのコンテンツ（活⽤編）

「オンラインの活⽤」
u https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/
u ツールごとの活⽤⽅法を知りたい
→「使えるツールから探す」

u ⽬的に合わせた活⽤⽅法を知りたい
→「やりたいことから探す」
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https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/tools
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/topics


uteleconのコンテンツ（活⽤編）

「使えるツールから探す」
u オンライン／ハイブリッド／対⾯の授業を充実させ
るツールの活⽤ポイント・コツを紹介

u 会議や研究室運営、コミュニケーションにも
u 例えば︓

u ⼿書きノートアプリ「GoodNotes 5」の使い⽅
（https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/tools#goodnotes-5）

u コミュニケーションツール「Slack」の使い⽅
（https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/tools#slack）
※東京⼤学でのSlack利⽤環境は⽇々更新中です。
UTokyo Slackの最新情報はこちら
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https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/tools
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/tools
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/tools
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/slack/


uteleconのコンテンツ（活⽤編）
「やりたいことから探す」

u オンライン／ハイブリッド／対⾯の授業で、発展的な⼯夫を
したいときのポイント・コツを紹介

u 例えば︓
u 動画を作成・共有したい
（https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/topics#movie）

u 質問の受け付け⽅を⼯夫したい
（https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/articles/question-tools/）

u 今後も、さらに充実させる⽅針です
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https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/topics
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/topics
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/articles/question-tools/


uteleconのコンテンツ（活⽤編）
u uteleconは、よりよい授業に向けた、教員による
ICT活⽤事例集も提供しています

u ｢オンラインの活⽤｣→｢東⼤の実践を知る｣
→「東⼤でのオンライン活⽤の実践例」
u オンライン授業のグッドプラクティスの共有

u授業形態・⼈数・使⽤ツールなどで絞り込み可能
u オンライン授業情報交換会のアーカイブ

u 20年度に開催された情報交換会（全30回）の
動画・資料を公開
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https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/online/
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/good-practice/
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/events/luncheon/


uteleconのコンテンツ（その他）
u uteleconには英語版ページもあります
u 検索窓もあります（※utelecon以外の東⼤ページも出てくる）
u 気になる点があればぜひフィードバックを
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本学ICT教育を⽀える学⽣サポーター



クラスサポーター
u オンライン授業・ハイブリッド授業の運営を
補助するサポーター
u ⾳の聞こえ具合、カメラの映り具合のチェック
u チャット確認、画⾯共有できているかの確認
u Zoomなどを⽤いた授業の事前演習の⼿伝い、等々
u （TAよりも軽い仕事を想定）

u 詳しくは「クラスサポーター制度のご案内」
（現在掲載中のものは22年度Sセメスターの情報です）
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https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/supporters/class


コモンサポーター
u オンライン授業に関する技術⽀援や相談、トラブル解決
に携わる学⽣サポーター

u 詳しくは「コモンサポーターについて」を参照
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https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/about/cs


オンライン教育⽀援サポーター

u オンライン教育の⾼度化・普遍化を⽀援する学⽣サポー
ター

u 業務内容︓
u uteleconの記事執筆・古くなった情報の更新
u 記事の英訳
u utelecon関係だけではなく、東⼤OCW等の著作権処理なども

u 詳しくは「オンライン教育⽀援サポーターについて」
を参照

2022/9/14 16

https://ocw.u-tokyo.ac.jp/
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/about/oes


uteleconサポーター
u uteleconのサイト運営、サイト全体のコンテンツ制作
u 東⼤の各種システムの機能検証・説明ページ作成
u 最近の実績では︓

u UTokyo Slackの説明ページ作成（ https://utelecon.adm.u-
tokyo.ac.jp/slack/）

u 学⽣向け情報システム準備のお知らせ作成
u この説明会の運営も、uteleconサポーターに協⼒していただいて
います
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https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/slack/


東京⼤学のオンライン教育は、たくさんの
学⽣のサポートによって⽀えられています。
学⽣の皆様、本当にありがとうございます
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おまけ
u オンラインツールの活⽤をどれくらいがんばる
べきか︖

u やろうと思えばいくらでも⼯夫・投資できて
しまう

u 「最低限これくらいできていれば⼗分だろう」
という意識を持つことも⼤事

u 他⽅で、ツールの習熟で新たな世界が開かれる
のも事実……
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おまけ
u 「杖が親しい道具になってしまうと、その⼈にとって
触覚的対象の世界は遠くから始まるようになり、つまり、
⼿の表⽪から始まるのでなく、杖の先端から始まること
になるわけだ。（…）杖はもはや盲⼈の知覚する対象
ではなく、盲⼈がそれでもって知覚する道具である。
それは⾝体の付属物であり、⾝体的綜合の延⻑なので
ある」

＝「⾃⼰の⾝体の新しい使⽤法を獲得することであり、
⾝体図式を豊かにし再組織すること」

u モーリス・メルロ＝ポンティ『知覚の現象学』
u 道具の習熟→⾝体の⼀部となる→⾝体の新たな使⽤法の獲得

→⾝体をとりまく世界との新たな、そしてより⾃由な関係へ
＝⾃⼰と世界の変容
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